
る際に， 分解の I1慎序，貨車の極別， 仕訳線名， 質事数等を記入

した表を使用する。この表を単に分解表または列車分解表 と い

い， 111号掛が作製する。分解作業を行う際には， 連結手はこの

分解表に よ っ て， :l:'j)IIを解放し ， 信号掛または転轍手は， この

分解袋のは1停によって転轍\ll>を操作する。とくにハンプ操車場

における分解作業はこの分解表に よ って操車掛， 信号掛， 述紘一

手の足I!絡打合わせにかえ， 作業の安全確保を期してい る。

jj甘掲表は分解表の一例であって， 記号らんには分解作業の際

に判別する必要のある}'i:車の極別を， 簡単な記号によって， 記

入する。たとえば

キ火薬もしくは爆発質危険品カ家帯夜t平ポボギー

11工 7 不良事 O 空事等である。線名らんには線番号を数
字によって記入する。 (内田お彦)

ぶんかつうんでん 分割運転 併紡巡転の列車が，ある以か

ら 2 つの列車に分れて玉I!転すること。(橋本武司)

ぶんかつてんけん 分割電けん (英) split key 手動式交

j臭繊の接統ひも回路 分 i則 11îけん

に使用され， 形状お

よび構造は結合mけ
五重五;j}.免3ilA吉 例

んと同一であるγ、 世/ 均一~
γ ドノレをいずれか一 一

方に{到すことにより V. I 11 

扱者電話様は一方の TII IL仙 普
加入者にのみ接続さ げ， þゴ可IA"ll~;
れ，通話するこ と が 〕 2ZユJ 凡Q2"-l三亡;ASz 翌

できる。この場合他 臼昨日elf A陀 # 

ブ1の加入者Iはこの回

路から切り出仕される。ー」結合従鍵。(相MI T正)

ぶんぎえき 分岐駅 (英) junction station 名称のNなる

's築総の分岐している場所にある駅。これをジ ヤ ン ク シ ョ ンと

もしづ。広義における接続駅の l つである。国鉄では普通は国

鉄線相互|剖が分岐する場合に用い， 会社総を分岐する駅は接続

)!Rではあるが一般的には分岐.~とはいわない。(森悌寿)

ぶんぎき 分岐器 (英) turnout 1 つの軌道を 2 つに分ける

軌道術造。 ターンアウト とも し、う。 2 つの軌道が同一平面で交

わったとき生ずるダイヤモンドタロッ γγグは分岐総ではない。

分岐総 ・ ダイヤモンドクロッ γ ングおよびこれらを組合わせた

軌道椛造を総称して分岐法類， あるいは時して分岐総と しづ。

したがって分岐総は狭レ怠味と広い意味と 2 通りの内容を有す

ることになる。なお軌道が 2 つに分れることを分岐とし、う。

図-1 はも っ とも敷設数の多い分岐i恨の榊造図で， 直線路よ り

j十 IJ!1jに}軌道が IJ f.J \' 、た形になっているので片開き分岐器といい，

〆イヤモ γ ドクロ ッ γ ングとともに分自主総類の基本形となって

いる。分岐総はポイント， !7ロッシソグ，ガー ドおよび主レー

ル 2 本， 基本レ ー ノレ 2 本， リ ー ドレー ノレ 2 ;;1ζ よりなる。 図 l

におレて倣にi直線状態とな っている軌道を分岐総の基準線と称

し ， 斜め右上に向っている軌道を分岐総とし、う 。 また，分岐線

の分自主総後端における軌道中心線の接線が，基準線の軌道中心

線と 交わる点を分岐交点と L 、う。図ー1 は車両が基準線進入の

劫合を示す。矢印のブJ向から車両が進入する場合を対的 と いい，

反対方向から進入する場合を背l布 と しづ。また図ーl のようにポ

イ ソ ト側より見て左側に分岐 している分岐鵠を左分岐器， 右側

に分岐しているものを右分岐器 とし 、う。図ー2 のように分岐総を

向き合って敷設する場合に突付けに分岐1*を敷設するとし、う。

分岐保は I到ーl のよう にポイゾ ト 剖i とクロ ッシング部とその

聞の リ ー ド矧iからなる。ポイゾト部における一対の動 く レーノレ

ぷんぎき

l 分岐桜|持造図 (}tUIlき ・ 左分岐)

をトングレーん といい， トングレ

ー ノレに接する外側の 2 本の レ ー ノレ

を基本レー ノレと L 、う。 クロッシン ~ 

グ部には 2 つのガードがあり ， プ~l ?戸Lーファ

ー ドに銭する外側の 2 本のレ ー ノレ / 

ラジ
を主レール と し、 う 。 基本 レ ールの前i怖を

分岐器前哨または分岐器魁哨(したん)と

いい， クロ ッ γγ グの後端と主レ ー ノレの

後端を分岐器後端または分妓器震補 (し

3. )tUIlき分岐総

//τ二
一一~

ょうたん)という。 リ ー ド部の曲線を リ 4. 両開き分岐総

ード i銅線 と し、う。ポイント前端からク ロ /ノ

ッシソグ交点までの基準線の方向に ìJW つ→一一ーと__-/

た直線距離を リード長としづ。基準線が 一一一.~再交一

曲線のJ;j，)合には リード長はポイソト前端 \、k

における基準線の接線の方向に測る。リ \、

ー ド長を表わすときのポイント前端と し 5. 仮分分岐 総

ては， 図ーl とは反対に分l波紋の トングレ ~ 

ーノレが基本レ ーノレに密着した場合の ト ン-------- ' 

グレ ー ルの先端の位置とする。 一一一一一τ~三宮一

分岐器の性能を大き く左右するものは 一一ー一一一一占〈ー『

分岐務の容数である。分地主務の番数は分 6. 内方分岐;掠

岐線が基準線から分岐する角度の大小を / 

示すものであり ， 分岐総に使用されてい / ,/' 

る P ロァシ γグの寄数で表わしてし、る。/__.".ヅ---

8 番分岐総 と いえば 8 寄 P ロ ッシ ング / __..o 

をf制した分岐T.誌を示す。分岐il号の帯数 ←ー=三ンJ

が大きくなると， リ ー ド:長は長 < , リー 7 外 方分岐"Ci

ド曲線半径が大きくなる。したがって高下 -~ヴ~
番数の分岐総ほど高級な分岐器とし、うこ ー--............. ~__.，y 

とができる。 i131帯数の分店主総は基準線お 一一一『ぐご十 、、

よひ分岐線が本線路の湯合に適する。 こ 司、

れに反し低番数の分岐総は側線に使用 し

て効*がある。国鉄では主と 且 3 校分岐 総

して 8 番， 10審， 1 2番， 16寄 ~ 

を使用している。 8 番は側線 /巧戸..--

同土の分岐に， 12番， 16番は一一ープ--ヂF J至芸二4
本線同士の分岐に， また 10 番 ~ヰ之」

は本車~から側最~が分岐する I場 一一司ζ二二ふ ー 可\ ー

合に使用するのが普通である。 、~

分岐官告はm協の状況により 可

いろいろな形状に敷設される。悩1-3 は分岐{{*車両の事基本形である

片聞き分岐総て'ある。図 4 は両開き分岐器で，分岐線と基準線

が同じ曲線半径である。したがって基準線 ・ 分岐線と も に使用

条件が同じ場合に適している。図 5 は援分分岐器で， クロッ・/

一一一 1577一一一




